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環前駆体を DMA 加熱還流下、触媒量の Pd(OAc)2 を用いる分子内ビアリール




















さらに、ligandを用いない場合では、溶媒である DMA が Pd に配位すること
で、DMA とアルコキシ基との静電反発を避けるような遷移状態が優先的に形成
することでパラ選択性が優位になると考えられる。また、Ag2CO3 を使用した













年 2 月 17 日に公開で実施した。その後、審査委員会を開催し、論文内容につ
いて慎重に審査を行なった。 
本論文は、フェニルベンゾエート誘導体の分子内ビアリールカップリング反応
における位置選択性を詳細に論じたものであり、合成化学的に価値の高い内容
を含んでいる。すなわち、単純な置換パターンを有するフェニルベンゾエート
誘導体を用いて、成績体の生成比を網羅的に求めることにより、反応条件と反
応性の関係を導き出した。本学位申請者は、得られた結果を基に、反応の遷移
状態モデルを提唱しその位置選択性の変動を論理的に証明した。これにより、
用いた塩基、リンリガンド、溶媒の効果をすべて明らかとすることができた。
この成果は、ビアリール型分子の構築法に新たな道を拓いたものと考えること
ができ、幅広い応用が期待される。 
また、本論文ではこの理論を用いて、いくつかのフェノール性天然有機分子の
全合成が達成されており、その有用性をも証明している。本手法は、より複雑
な構造を有するビアリール型天然分子の合成にも適用可能であり、意義が大き
い。 
以上の内容を総合的に判断し、当審査委員会は、本論文が博士の学位を授与す
るに値するものであると認めた。 
 
 
